
様式２

　令和　6　年     4　　月      5　　日

事業所名 事業所番号

住   所 管理者名

電話番号 対象年度

利用者さんそれぞれが、お金について考える良い機会になりました。

年に一回ではなく、何度か行い参加者によって勉強の内容を変更することが出来れば、利用者の金銭的自立につながると思います。

連携先企業（担当者） 三島　信哉

利用者からの意見・評価

利用者　木村さん

普段あまり考えることがない部分まで、お金について学ぶことができた。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

ほまれの家　てんとうむし 2318001530

名古屋市名東区新宿二丁目54番地幸和ビル1階 三島　信哉

052-784-5507 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

＜活動内容＞

活動場所　　ほまれの家てんとうむし

実施日程　　令和6年3月12日

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

　　　　　 社内にて金銭管理等の勉強会、質疑応答等

利用者数 　14名

＜目的＞

今後、利用者が自分で金銭管理ができるように、現状把握を目的

として収入と支出についての勉強会をおこない、自己資金につい

て考える機会の提供

＜成果＞

実施した結果

それぞれの利用者が収入と支出を考えることができた。

課題点

知識の定着を行う為に、数か月に一回程度、定期的に続けて行う

必要がある。


